

　　　　　　　資源循環技術・システム表彰申請書
平成　　年   月    日
財団法人クリーン・ジャパン・センター御中

	 ①会社名又は事業所名
	                                                     （印）

	 ②〒　所　在　地
	

	    （ふりがな）
 ③代表者役職氏名
	                                                 　   （印）

	 ④資本金又は基本財産
	     百万円
	 ⑤従業員数
	     人
	 ⑥出荷額
	  　　 百万円／年

	    （ふりがな）
 ⑦連絡者役職氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　 電　話

                               ＦＡＸ

　　　　　　　　　　　　　　　 Ｅ-mail

	 ⑧申　請　テ　ー　マ　名
 （申請内容を端的に表現する
 　テーマ名を付けて下さい）
	

	 ⑨リユースした使用済み
 　物品の名称
	
	 ⑩リユースした使用
 　済み物品の取扱量
	             ｔ／年
 　　　　　（個／年）

	 ⑪リユース製品の販売量
 （または自社利用量）
	           ｔ／年
 　　　　（個／年）
	 ⑫リユース製品の販
 　売額（自社利用の
 　場合は評価額）
	      　　 万円／年

	 ⑬リユース事業の
 　開始年月
	
	 ⑭リユース事業の
   継続年数
	

	 ⑮本制度にかかる過去の表彰
 　実績
	
	 ⑯他の制度による
   過去の表彰実績
	

	 ⑰所属団体名
	
	 ⑱本表彰の募集を何
 　で知りましたか
   （具体的に）
	

	⑲自社ホームページ

環境関係ＵＲＬ
	


＊共同申請の場合は、各申請者毎に様式－２をご提出下さい（１頁目について）。
　　会社名又は事業所名は正式名称をご記入下さい。表彰状等にはこの名称を記載します。

　　なお、ファイルの都合上、ホッチキス綴じの場合は左上隅を綴じるようお願いします。
◎以下、具体的な申請内容について、下記の項目に従って記入して下さい（Ａ４版、縦長、横書とし、一番上に前ページの表紙を添付して下さい）。
１．リユース事業を開始した経緯
　リユース事業を開始した経緯、動機、社会的背景、企業としての取り組み体制等について記入する。（どの様な使用済み物品をどの様な物にリユースするかを含めること）。
２．リユース事業の実施内容
　(1)使用済み物品の回収方法
　  使用済み物品の回収ルートや回収方法について具体的に記入する。
  (2)リユース工程の説明
　　使用済み物品のリユース工程をフローシートで図示し、工程順に説明する。なお、部品をリユース

する場合は、①リユース部品自体を製造・販売する、②リユース部品を組み込んだ製品を製造・販売

する、の別を明確にし、後者の場合はリユース部品を使用した製品の生産工程まで記載すること。

　フローシートには物質収支（使用済み物品や補修用部品等の投入量、再生品の生産量、二次廃棄物

の発生量等）を記載する。また、リユース部品を組み込んだ製品を製造する場合は、当該製品に占め

るリユース部品の使用比率を明確にすること。

〔フローシートの記載例〕

















　(3)リユース品の生産量推移
　　リユース品の生産量の推移を下記の例により記入する。
                                                         　　　 （単位：ｔ／年又は個／年）
	     　  暦年
 製品名
	Ｈ１７
	Ｈ１８
	Ｈ１９
	Ｈ２０
	Ｈ２１

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


　(4)事業の特徴・新規性、同種事業との相違点
  　当該リユース事業の特徴や新規性、また同種のリユース事業を実施している他社との相違点や優位　性について、具体的に記入する。
　(5)特許等の有無
　　申請内容に関連する特許、実用新案等（出願中も含む）がある場合、その概要を説明する。
        〔記入例〕
	 特許等の番号


	 特許等の名称


	 特許等の当該事業に
 占める箇所
	 　　　特許等の概要
 　（図面等を添付のうえ説明）

	
	
	
	

	
	
	
	


　(6)保有設備の性能等
　　当該リユース事業に関連する保有設備について、下記の例により記入する。
        〔記入例〕
	 設備の名称
	 メーカー名
	 処理能力
	 基数
	 取得年月
	  稼働状況
	 　性能等

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


　(7)リユース事業のコスト計算
　　当該リユース事業に要するコスト（使用済み物品の輸送費、副資材費、動力燃料費、減価償却費、　設備保全費、人件費、その他）を各費目に分けて算出する。
３．リユース事業実施以前の処理方法
　当該リユース事業を開始する以前、その使用済み物品はどのように処理・処分・リサイクルされていたかについて記入する。
４．リユース事業実施による効果
　(1)廃棄物の減量効果
　  当該リユース事業の実施による廃棄物の減量効果を具体的に記入する。
　(2)省資源・省エネルギー効果
　　使用済み物品を再使用することにより天然資源が節約される、使用済み物品をリサイクルする場合　に比べて加工に要するエネルギーが少ない等、当該リユース事業の実施による省資源・省エネルギー　効果を記入する（例：Ｃ重油○○k(／年分を節約、等のように具体的に記載する。）
(3)環境保全効果、ＣＯ2削減効果
　　有害な廃棄物による環境汚染の防止や地球温暖化防止（ＣＯ2削減）等、当該リサイクル事業に伴う環境保全効果を記入する。
　(4)経済的効果
　　当該リユース事業の実施による経済的効果を記入する。その際、自社にとっての効果と、使用済み　物品の排出者にとっての効果を区別して記述すること。
　(5)波及効果
　　当該リユース事業の波及性、並びに波及により期待できる効果を記入する。
　(6)その他の効果
　　上記の他、当該リユース事業の実施により得られる効果がある場合、具体的に記入する。
５．リユース品の市場性
　(1)リユース品の品質
  　リユース品の有用性、品質、安全性、無害性、並びに他社の同種のリユース品と比較しての特長等　について記入する。なお、第三者機関による成分分析結果や品質試験結果等を添付する。
　(2)新品との比較
　　当該リユース品と新品を比較した場合の長所・短所について記述し、リユース品の短所をカバーす　る具体的方法を記入する。
　(3)リユース品の販売方法
  　リユース品を滞貨させることなく、スムーズに販売するための方策について記入する。
６．使用済み物品の安定確保策
　(1)使用済み物品の安定確保策
　　排出者の事情や経済情勢等に影響されず、一定量・一定品質の使用済み物品を安定確保するために　講じている方策について記入する。
　(2)使用済み物品の引取条件
　　使用済み物品の引取条件（①買い取り・無償引き取り・処理費をもらって引き取りの別、②買取価　格または処理料金の条件、③使用済み物品の状態等の受入条件、その他）について記入する。
７．二次公害防止のための対策
　(1)二次廃棄物の発生・処理・処分状況
　　当該事業に係る二次廃棄物の発生状況及び処理・処分方法について具体的に記入する。
　(2)二次公害防止のための対策
　　大気・水質・騒音・振動・悪臭・粉じん等の二次公害防止対策を具体的に記入し、第三者機関の分析・検　査等の証明書を添付する。また、当該地区における環境基準値も併せて明記する。
８．リユース事業の動向
　(1)事業運営上の問題点と対応策
　　当該リユース事業の運営上の問題点があれば記入する。また、その対応策や政策として要望したい　事項等について記入する。
　(2)将来構想
　　当該リユース事業を今後どのように拡充させていくかについて、その構想を記入する。



様式２


（使用済み物品の再使用事業）











秘





トナー





（３００ｋｇ／日）





（３００ｋｇ／日）





顧客の使用済み


カートリッジを預かる





 


　洗　浄





 


トナー充填





 　　組　み　立　て





  分    解





筐　体





使用済み


ﾄﾅｰｶｰﾄﾘｯｼﾞ





９８％





合格





　５００台／日


（５００ｋｇ／日）





検 査





 


  洗　浄





部　品





２％





（２００ｋｇ／日）





不合格





 


  廃　棄





交換部品





（４ｋｇ／日）





（４ｋｇ／日）





顧客に再生カートリッジを


納入する





再生


ﾄﾅｰｶｰﾄﾘｯｼﾞ





 


修理箇所等の


再生履歴を記録





 


プリンターにセットして


印字テスト





　５００台／日


（８００ｋｇ／日）








